
 

 

 
 

 
 

 

 

 

※以下、国立青少年教育振興機構の調査から抜粋  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立青少年教育振興機構が行った調査によると、自然の中での遊びや自然観察、地域の中での社
会体験や家庭でのお手伝い、ままごと遊びやヒーローごっこなど、子どもの頃の様々な体験が、人
生の基盤となり、大人になった時の意欲やコミュニケーション力の差となって表れることが明らか
になってきました。 
しかし近年、社会が豊かで便利になる中で、子どもたちの自然体験や生活体験を始めとする様々

な体験が減少している傾向にあります。 
学校でも、日々の教育活動で多くの体験活動を実施していますが、その意義をあらためて確認し

てみたいと思います。 
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文責 学校・家庭・地域連携班 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の調査結果からも、子どものころの体験（自然体験、動植物との関わり、友達との遊び、地域活動、家族

行事、家事手伝い）によって得られる資質・能力（自尊感情、共生感、意欲・関心、規範意識、職業意識、人間関

係能力、文化的作法・教養等）は、我々が教育活動で求める「こんな子どもたちを育てたい」「こんな子どもたち

に育ってほしい」と願うことに共通しているものだということがわかってきます。 

 教育課程を編成する中で、このような視点も取り入れながら、日々の教育活動（体験活動）に家庭や地域と連

携しながら取り組んでいく必要があるのだと思います。 

 

 

 令和６年９月１０日（火）、『食育促進事業』が行われた富津市立吉野小学校（校長：三浦貴子先生）を

訪問してきました。 

 この日は、健康円【（株）玄米酵素 特約店】代表の古谷勝氏・古谷玲子氏を講師に迎え、５年生・６年

生を対象に、学習のテーマを「人生は食で決まる」と題し、玄米酵素を使った実験を皆で行いました。 

 最初に、講師の先生によるデモンストレーション…固めのくず湯を用意し、そこに市販の味噌や、酵素が

生きている味噌、玄米酵素等をそれぞれの容器に投入、その変化を観察しました。その後、児童が班毎に別

れ、玄米酵素を使った実験に取り組みました。 

 固まったゼリー状のくず湯に玄米酵素を入れると、次第に柔らかくなり、最後は液体に戻っていきます。

私たち人間は、食事の際に体内で同じことが起こっている。日本古来の食文化（味噌・納豆・ぬか漬け等）

には、腸内環境を整えながら、免疫力を高めて病気を予防する力があることを知ることができました。 

 講師の先生からは、①酵素は熱に弱いたんぱく質でできている。②よく噛むことで、唾液の消化酵素が出

るので栄養の吸収が良くなる。③発酵食品は日本人の食生活を豊かにし、食材のうまみ、栄養、保存性を高

める。等のお話がありました。 

 参加した児童からは、「実験で酵素の力を知ることができてよかった。」「今日学んだことをこれからの

食生活に生かしたい。」等の感想がありました。 

 また、当日は、たくさんの保護者も参加し、実験のお手伝いを行いながら、共に学ぶ機会となりました。 

 今回の取り組みは、学校・地域（企業）・保護者（家庭）・行政（教育委員会）が一体となって、子ども

たちのために教育活動を展開しており、吉野小学校の温かくアットホームな雰囲気、元気で礼儀正しく、笑

顔が素敵な子どもたちは日々の教育活動・教育環境から育まれていることを学ばせていただきました。三浦

校長先生をはじめ、吉野小学校の皆様、保護者の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


